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外傷センター

[ 国内学会発表

1）AOコース　2024.2.15-17 横浜 新横浜プリンスホテル レクチャー

1.  Trochanteric fractures　　
Department of Orthopaedic Surgery, Nishinomiya 
Watanabe Hospital   
SHODA Etuso

2.  Minimally invasive osteosynthesis (MIO)—when to 
use it?
Department of Orthopaedic Surgery, Nishinomiya 
Watanabe Hospital
SHODA Etuso

2）AOコース　2024.8.22-24 横浜 新横浜プリンスホテル レクチャー

1.  Relative stability: biomechanics, techniques, and 
fracture healing　　
Department of Orthopaedic Surgery, Nishinomiya 
Watanabe Hospital   
SHODA Etuso

2.  Trochanteric fractures
Department of Orthopaedic Surgery, Nishinomiya 
Watanabe Hospital   
SHODA Etuso

3）第26回救急整形外傷シンポジウム  2024.2.9-10  沖縄
骨頭骨片前方が極端な髄外型となり髄内操作での整復が
必要であった大腿骨転子部骨折5症例の経験
西宮渡辺病院整形外科
正田悦朗、秋野紘賢、畠中寿実、中井智也、河村真気、
佐々木健陽

4）50th Annual Meeting of Korean Fracture Society 
2024.4.26-27 Pusan
Transition, present status and future problem of 
treatment for femoral trochanteric fracture
– including my experience -
Department of Orthopaedic Surgery, Nishinomiya 
Watanabe Hospital 
SHODA Etsuo
Department of Reconstruction and Trauma Center, 
Hyogo Prefectural Nishinomiya Hospital
KITADA Shimpei

5）50th Annual Meeting of Korean Fracture Society 
2024.4.26-27 Pusan
Treatment of Scapular fracture
- our small experience - 
Department of Orthopaedic Surgery, Nishinomiya 
Watanabe Hospital 
SHODA Etsuo
Department of Reconstruction and Trauma Center, 
Hyogo Prefectural Nishinomiya Hospital 
KITADA Shimpei

6）第97回日本整形外科学会学術集会　2024.5.23-26 福岡
シンポジウム　骨粗鬆症連携とニ次骨折予防
骨粗鬆症性脆弱性骨折の2次予防における多職種連携
ー高齢者大腿骨近位部骨折での取り組みー
西宮渡辺病院整形外科1）　正田悦朗1）、佐々木健陽1）

兵庫県立西宮病院　整形外科2）　新倉隆宏

7）Fragility Fracture Net Work Asia 2024.5.13-15 Kuala 
Lumpur Malaysia Has fracture pattern of femoral 
trochanteric fracture changed during these 10 years?
-3D-CT evaluation-
Etsuo SHODA 1), Takeharu SASAKI 1)

Hiromasa AKINO 1), Chihiro KANAYAMA 2)

1) Department of Orthopaedic Surgery, Nishinomiya 
Watanabe Hospital,  Nishinomiya, Japan
2) College of Social Science, Ritsumeikan University, 
Kyoto, Japan

8）第50回骨折治療学会学術集会　2024.6.28-29 仙台
近年における大腿骨転子部骨折の骨折パターンの変化
-3D-CTによる評価-
西宮渡辺病院整形外科　秋野紘賢、正田悦朗、佐々木健陽

9）第73回東日本整形災害外科学会　2024.9.27-28
芦ノ湖プリンスホテル
高齢者大腿骨頚部骨折に対する骨接合術成績不良例の検討
西宮渡辺病院整形外科　正田悦朗

10）第27回日本骨粗鬆症学会　2024.10.11-13 金沢
高齢者大腿骨頚部骨折に対する治療法と骨粗鬆症治療
西宮渡辺病院整形外科
正田悦朗、佐々木健陽、大山翔一郎、高岡邦夫

【雑誌・論文発表】
雑誌
1.  合田 亜希子,  「IE疑い！これって疣腫？」, 心エコー,

vol.25, No.2（2024年2月号）, 文光堂.

【学会発表など】
国際学会
1. Akiko Goda, Tomoko Fujimoto, Takashi Murakami, 

Tsutomu Wada, Ryosuke Kiyama, Tatsuo Nakaoka, 
Takashi Akasaka, Sadashige Uemura, Tohru Masuyama: 
Changes in Mitral and Tricuspid Valve Morphology after 
Surgical Repair of Pectus Excavatum, European Society 
of Cardiology Congress 2024, London, Czechia; Sep 1, 
2024. (moderated poster)

国内学会
1. 谷 知咲，合田 亜希子，福田 春佳，祖父江 瑞樹，藤井 礼子，

山形 久美子，田中 教雄，平井 康隆，赤坂 隆史，増山 理：
膜様部欠損との鑑別に注意を要した大動脈弁閉鎖不全症
を合併した漏斗部心室中隔欠損の一例. 日本心エコー図
学会第35回学術集会, 姫路市, 2024年4月20日.（口頭発表）

2. Nobuyasu Ito: C-tab induced iatrogenic thoracic aortic 
dissection after Evolut FX implantation. PCR Tokyo 
Valves 2024, 東京都千代田区; 2024年2月18日.（口頭発表）

3. Nobuyasu Ito, Daichi Hato, Shunsuke Mizutani, Yoshitaka 
Ichikawa, Takahiro Tokuda, Masahiro Yano, Masashi 
Okamoto, Takafumi Yamane, Akiko Goda, Hiroshi Fujita, 
Tohru Masuyama: Parallel Perclose Technique: A Novel 
Post-Closure technique for large-bore arteriotomy. 第32回
日本心血管インターベンション治療学会学術集会, 札幌
市, 2024年7月25日.（口頭発表）

4. 水谷 駿介，市川 佳誉，伊藤 之康，波東 大地，徳田 剛宏，
山根 崇史，矢野 雅浩， 岡本 匡史，合田 亜希子，藤田 博，
増山 理：金属アレルギーを有する急性冠症候群に対し
ステントレスで治療し得た一例. 第42回日本心血管イン
ターベンション治療学会近畿地方会,  大阪市, 2024年3月
2日.（口頭発表）

5. 波東 大地 1，畑田 充俊 2，島川 いずみ 1，平田 聡子 1，
山田 智史 1，水谷 駿介 1， 市川 佳誉 1，伊藤 之康 1，岡本 
匡史 1，山根 崇史 1，合田 亜希子 1，藤田 博 1，増山 理 
1：左室補助デバイス挿入後遠隔期に生じた仮性動脈瘤に
対し、Perclose Prostyleで経皮的に治療し得た一例. 第43
回日本心血管インターベンション治療学会近畿地方会,  大
阪市, 2024年10月19日.（口頭発表）

6. 島川 いずみ，市川 佳誉，伊藤 之康，平田 聡子，山田 智史，
水谷 駿介，波東 大地， 徳田 剛宏，岡本 匡史，山根 崇史，
合田 亜希子，藤田 博，増山 理：PCPS導入時にガイド
ワイヤーがキンクし、抜去困難となったためスネアを
用いて経皮的回収を行った一例. 第43回日本心血管イ
ンターベンション治療学会近畿地方会, 大阪市, 2024年10
月19日.（口頭発表）

7. 水谷 駿介 1，伊藤 之康 1，島川 いずみ 1，波東 大地 1，
合田 亜希子 1，脇坂 穂高 2， 中尾 佳永 2，平田 聡子 1，
山田 智史 1，市川 佳誉 1，徳田 剛宏 1，岡本 匡史 1，
山根 崇史 1， 藤田 博 1，増山 理 1：急性前壁梗塞治療後
亜急性期に施行した経カテーテル大動脈弁植え込み術の
一例. 第43回日本心血管インターベンション治療学会
近畿地方会, 大阪市, 2024年10月19日.（口頭発表）

8. 水谷 駿介，伊藤 之康，島川 いずみ，波東 大地，合田 
亜希子，脇坂 穂高，中尾 佳永，藤本 智子，木山 亮平，
藤田 博，増山 理：急性前壁梗塞治療後亜急性期にPCPS
補助下でTAVIを施行した一例. ストラクチャークラブ・
ジャパン ライブデモンストレーション2024, 大阪市, 2024
年11月22日~23日.（口頭発表）

9. 平田 聡子，花澤 康司，島川 いずみ，山田 智史，水谷 駿介，
市川 佳誉，伊藤 之康，波東 大地，岡本 匡史，山根 崇
史，合田 亜希子，藤田 博，赤坂 隆史，増山 理：Micra
植込み後ダンシングに対し、経皮的抜去を行った一例. 
第138回日本循環器学会近畿地方会, 大阪市, 2024年12月7
日.（口頭発表）

10. 島川 いずみ 1，伊藤 之康 1，平井 康隆 2，水谷 駿介 1，
波東 大地 1，岡本 匡史 1，合田 亜希子 1，藤田 博 1，
増山 理 1：C-tabにより、Evolut FX留置直後に医原性上
行大動脈解離を生じた一例. 福岡市, 2024年7月19日. 第14
回日本経カテーテル心臓弁治療学会

その他
1. 合田 亜希子：心房細動患者における糖尿病治療の重要性

～SGLT2阻害薬の有用性～. KOWA Webカンファレンス, 
Web開催; 2024年1月18日.（口頭発表）

2. 合田 亜希子：循環器疾患と睡眠時無呼吸症候群（SAS）
について. 睡眠時無呼吸セミナー in 西宮, 西宮市, 開催; 
2024年10月31日.（口頭発表）

3. 合田 亜希子：心不全とは？－どんな病気？予防法は？－.          
瓦木地区健康講座, 西宮市, 開催; 2024年6月29日.

　（口頭発表）

循環器内科
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4. 山根 崇史：当院における循環器救急の取り組み. 第122
回循環器診療セミナーin西宮, 西宮市, 2024年10月10日.　

（口頭発表）

5. 徳田 剛宏：当センターにおける心臓血管領域の救命救急
医療について. 第2回西宮・芦屋循環器診療地域連携フォ
ーラム, 西宮市, 2024年2月29日.（口頭発表）

6. 伊藤 之康：TAVI時代のPCIを考える. Web講演会 PCI×
TAVR, Web開催; 2024年2月13日.（口頭発表）

7. 伊藤 之康：SAPIEN 3 Ultra RESILIAが切り拓くASの
治療戦略. 第137回日本循環器学会近畿地方会ランチョン
セミナー, 大阪市, 2024年5月21日.（口頭発表）

 
8. 伊藤 之康：心原性ショックを伴う超高齢女性の急性冠

症候群. ACSセミナー in 京都, 京都市, 2024年7月4日.
　（口頭発表）

9. 伊藤 之康：人工弁選択をoptimizeするための冠動脈保護.   
EvolutTM FX Implanter’s Summit in 関西 〜Procedure 
Plan and Technique〜, Web開催; 2024年7月9日.

　（口頭発表）

10. 伊藤 之康：当院 でのKIZASHIの 初期使用経 験. 
KANEKA Cutting Balloon WEB Conference, Web開催; 
2024年9月18日.（口頭発表）

11. 伊藤 之康：TAVIの進化と、変化する患者層. 循環器疾患
を考える会 in 西宮, Web開催; 2024年10月3日. （口頭発表）

12. 伊藤 之康：左冠動脈前下行枝近位部〜中間部のびまん
性高度石灰化病変. OCT Center of Excellence @ Follow 
Up Ultereon 2.0の日常での活かし方, Web開催; 2024年
10月23日.（口頭発表）

13. 伊藤 之康：TAVI時代の大動脈弁狭窄症との向き合い方.    
西宮・芦屋 地域連携講演会 〜心臓弁膜症〜, Web開催; 
2024年11月6日.（口頭発表）

14. 伊藤 之康：心不全診療のupdate 〜大動脈弁狭窄症及び
SGLT2阻害薬の話題を中心に〜. Pharma & Device Joint 
Expertise Web, Web開催; 2024年11月21日.（口頭発表）

15. 伊藤 之康：レクビオを臨床でどう活かすか!? 〜症例
提示〜. レクビオ発売1周年記念講演会 in 阪神, Web開催; 
2024年11月25日.（口頭発表）

16. 伊藤 之康：Evolut留置時の冠動脈のマネジメント.
　 OHENRO TAVI Next Implanters Seminar, Web開催; 

2024年12月6日.（口頭発表）

17. 伊藤 之康：症例提示2. 第3回近畿TAVR研究会, Web
開催; 2024年12月19日.（口頭発表）

18. 水谷 駿介：水頭症にMicraを留置した一例. Micra 
safety Implant〜安全な手技・適応を再考する〜. Web
開催; 2024年8月30日.（口頭発表）

19. 島川 いずみ1, 伊藤 之康1, 平井 康隆2, 藤田 博1, 増山 理
1：早期のIMPELLA導入により良好な転帰を辿った，
心筋梗塞後心室中隔穿孔の一例. 第45回京都心筋梗塞
研究会, 京都市, 2024年4月27日　

20. 島川 いずみ, 水谷 駿介, 波東 大地, 平田 聡子, 山田 智史,
　 市川 佳誉, 伊藤 之康, 徳田 剛宏, 岡本 匡史, 山根 崇史,
　合田 亜希子, 藤田 博, 増山 理, 金属アレルギーを合併

した急性心筋梗塞の一例, 第46回京都心筋梗塞研究会, 
京都市, 2024年10月26日.　場所：京都市

血管外科

[ 国内学会発表

1.  医原性仮性動脈瘤に対する経皮的止血術の検討、
畑田 充俊、中尾 慶永、平井 康隆、原口 知則、吉田 和則、
5月29日、大分、第52回日本血管外科学術総会（パネル
ディスカッション）

2.  当院での深部静脈血栓症に対する血栓溶解療法、
畑田 充俊、中尾 佳永、平井 康隆、原口 知則、溝口 
和博、吉田 和則、6月13日、軽井沢、第44回日本静脈
学会総会（シンポジウム）

3.  下肢静脈瘤性潰瘍に対する治療、小松 弘明、畑田 充俊、
古谷 凌一、脇坂 穂高、平井 康隆、中尾 佳永、6月14日、
軽井沢、第23回内視鏡下静脈疾患治療研究会。

4.  当院での深部静脈血栓症に対するウロキナーゼ不使用の
血栓溶解療法、畑田 充俊、古谷 凌一、脇坂 穂高、
平井 康隆、中尾 佳永、10月24日、東京、第65回日本
脈管学会学術総会（シンポジウム）

5.  左鼠径穿刺後にPerclosetmが体内遺残し外科的除去を
要した1例、古谷 凌一、畑田 充俊、脇坂 穂高、平井 康隆、
中尾 佳永、笠原 真吾、10月25日、東京、第65回日本
脈管学会学術総会

6.  下肢静脈瘤性潰瘍に対する治療、畑田 充俊、小松 弘明、
古谷 凌一、脇坂 穂高、平井 康隆、中尾 佳永、11月30日、
神戸、第5回日本フットケア・足病医学会年次学術集会

[ 学会座長

ポスターセッション（その他）、5月30日、大分、第52回
日本静脈学術総会

[ 講義

血管疾患について　甲南女子大学リハビリテーション科

[ 論文

1.	 下肢静脈瘤手術での五苓散による皮下出血の予防.
　 畑田 充俊、山本 修司、高垣 有作、中尾 佳永、溝口 和博、

原口 知則、平井 康隆、吉田 和則. 西宮市医師会医学雑
誌2024（29）23-26

2.	 The real-world data of lipid-lowering treatment 
in patients with peripheral artery disease and its 
association with severity of disease. Hiroyoshi Komai, 
Masatsune Ogura, Hideki Sakashita, Noriyuki Miyama, 
Nobuko Yamamoto, Kanako Takai, Atsutoshi Hatada, 
Nobuhiro Tanimura, Takashi Nakamura, Masato 
Yoshida, Takayuki Kawaura, Tomomi Kitawaki. J 
Cardiol. 2024 Jul;84(1):36-40.
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